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ふらのの大地 2

表紙のことば表紙のことば

　10月下旬より11月上旬にかけてラジコンヘリによる秋ま
き小麦の雪腐病防除が行われました。
　9月の悪天候により遅れ気味だった秋まき小麦の播種で
すが、その後高温が続いたことにより、生育は平年を取り
戻しています。防除適期である10月下旬も雨や雪が間断的
に続いていましたが、防除当日は雨や風に細心の注意を払
いながら、作業が進められました。
　ラジコンヘリによる防除は管内全体で約440haが行われて
います。

12 目 次
●表紙のことば ･･･････････････････････････  2
●すくすく大樹 ･･･････････････････････････  3
　　　菅田　　薫さん（上五区地区）
　　　天間　千鶴さん（山部地区）
●特集　九州地方卸売市場№１の紹介 ･･･････  4
●トピックス ･････････････････････････････  6
●おしらせ ･･･････････････････････････････  11
●年末・年始業務のお知らせ ･･･････････････  13
●富良野高等学校農業特別専攻科より
　教育活動紹介 ･･･････････････････････････  18
●連載コラム  第5章
　　東の果てまでやってきたジャガタライモ･  19
●理事会報告 ･････････････････････････････  19
●健康メモ ･･･････････････････････････････  20
●農家ならではの工夫料理 逸品レシピ紹介･･･  22

歓
天
喜
地

「
シ
レ
ラ
工
場
」

加
工
食
品
部
長
　
本
　
間
　
利
　
史

　

年
末
の
お
忙
し
い
時
期
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

今
回
は
、
意
外
と
知
ら
な
い
シ
レ
ラ
工
場
に
つ
い
て
、
少
し
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

シ
レ
ラ
工
場
で
は
、
主
に
湖
池
屋
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
製
品
を
年
間
通
し
て
製
造
し
て
お
り
、

製
造
量
は
年
間
約
４
，
２
０
０
ト
ン
（
通
常
品
で
お
お
よ
そ
７
千
万
袋
）
、
使
用
原
料
は
約
１
６
，

５
０
０
ト
ン
に
な
り
ま
す
。
他
に
Ｊ
Ａ
製
品
の
「
ふ
ら
の
ッ
ち
」
や
南
富
良
野
町
の
「
南
ふ
ら
の

チ
ッ
プ
ス
」
、
上
富
良
野
町
の
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

黄
金
の
一

枚
」
な
ど
を
年
間
約
40
ト
ン
製
造
し
て
い
ま
す
。
使
用
原
料
の
約
75
％
と
な
る
１
２
，０
０
０
ト
ン

は
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
管
内
産
で
賄
っ
て
お
り
、
大
半
を
地
元
原
料
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
か
ら
６
月
ま
で
は
北
海
道
産
（
ふ
ら
の
管
内
産
含
む
）
の
原
料
を
貯
蔵
し
な
が
ら
使
用
し

て
お
り
ま
す
が
、
実
は
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
用
の
原
料
は
冷
蔵
貯
蔵
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
低
温

帯
で
保
管
す
る
と
芋
の
で
ん
ぷ
ん
質
が
糖
化
し
、
油
で
揚
げ
る
と
焦
げ
て
し
ま
う
た
め
で
す
。

　

で
は
ど
の
よ
う
に
貯
蔵
し
て
い
る
の
か
？
そ
れ
は
倉
庫
内
に
エ
チ
レ
ン
ガ
ス
を
充
満
さ
せ
芋
の

萌
芽
を
抑
制
し
、
あ
ま
り
温
度
は
下
げ
ず
に
貯
蔵
し
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
抑
制
は
す
る
も
の
の

完
全
に
止
め
る
事
は
出
来
な
い
の
で
、
貯
蔵
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
ほ
ど
品
質
は
劣
化
し
て
し
ま

い
ま
す
。
年
間
の
平
均
で
製
品
歩
留
は
概
ね
25
％
で
す
が
、
年
に
よ
っ
て
は
品
質
が
悪
く
歩
留
が

大
き
く
低
下
し
て
し
ま
う
年
も
あ
り
ま
す
。

　

シ
レ
ラ
工
場
に
限
ら
ず
加
工
食
品
工
場
に
と
っ
て
原
料
の
品
質
は
命
で
す
。
近
年
は
高
温
・
干

ば
つ
・
局
地
的
豪
雨
な
ど
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
過
酷
な
気
候
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
様

の
努
力
に
よ
っ
て
シ
レ
ラ
工
場
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
料
が
な
い
と
加
工
食
品
工
場
は
操
業

で
き
ま
せ
ん
。
生
産
者
の
皆
様
に
は
厳
し
い
環
境
下
で
す
が
、
今
後
も
作
付
け
を
維
持
し
て
頂
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
折
角
地
元
に
製
造
工
場
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治
会
や
部
会
等
機
会
が
あ
れ
ば
工
場
見

学
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
近
隣
の
小
中
学
校
の
見
学
受
入
れ
で
は
、
出
来
た
て
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

の
試
食
な
ど
も
あ
り
非
常
に
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、皆
様
も
是
非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
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す
く
す
く
大
樹

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、U
タ
ー
ン
・
I
タ
ー
ン
と
い

っ
た
後
継
者
に
加
え
、ふ
ら
の
管
内
に
嫁
い
で
こ
ら

れ
た
方
な
ど
、こ
の〝
ふ
ら
の
の
大
地
〞に
根
を
下
ろ

し
、現
在
進
行
形
で『
す
く
す
く
と
生
育
中
の
大
樹
』

を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
！

育て！
　担い

手 !!

大樹 No.17大樹 No.17大樹 No.17 大樹 No.18大樹 No.18大樹 No.18
○エリア・地区：南エリア　富良野市山部地区
○お名前：天

てん
間
ま
　千

ち
鶴
づる
　　○生育年数：結婚して8年

○ご出身：大分県
○結婚の経緯：
　農業に興味があり農業ヘルパーとして富良野で働いてい
ました。その時に山部の農家さんから、交流会をしないか
い？と声をかけていただきそこで知り合いました。
○富良野地方の印象：
　北の国からの印象しかなかったのですが、実際は農業が
とても盛んで自然豊かで素敵な所だなと思いました。
○地産地消で好きな食べ物or得意料理：
　富良野の野菜は何でも大好きです！季節ごとに食べる楽
しみがあり有難いなぁと感じています。うちで作っている
スイカも甘くて大好きです。
○家族に対して一言：
　いつも支えてくれてありがとう。これからも家族みんな
で元気に過ごしていきましょう。
○今後の抱負：
　子供たちの成長を見守りながら、私も仕事で家族の力に
なりたいです！

○エリア・地区：南エリア　富良野市上五区地区
○お名前：菅

すが
田
た
　　薫

かおる
　　○生育年数：結婚して11年

○ご出身：大阪市
○結婚の経緯：
　二人共関西出身で知人の紹介で交際が始まり、主人が北
海道で農業を希望し移住しました。
○富良野地方の印象：
　前職の保育士時代に、同僚と夏季休暇を利用して１０日間
程北海道旅行をした時に富良野にも訪れ、ラベンダー畑に
感動しました。
○地産地消で好きな食べ物or得意料理：
　正直なところメロンはあんまり好きではなかったのです
が、富良野メロンの美味しさに驚きました。今では大好き
です。
○家族に対して一言：
　「農業」に対し努力を惜しまず真剣に向き合い、取り組
む姿勢に尊敬と感謝の気持ちでいっぱいです。
○今後の抱負：
　健康に留意し、日々向上心を持ちながら一緒に頑張りま
しょう！
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福
岡
大
同
青
果
㈱

１�

．
福
岡
大
同
青
果
㈱
は
昭
和
35
年
に

設
立
さ
れ
て
66
年
目
を
迎
え
ま
す
。

平
成
28
年
２
月
に
本
社
・
西
部
・
東

部
３
市
場
を
統
合
し
移
転
、
ベ
ジ
フ

ル
ス
タ
ジ
ア
ム
開
場
・
開
業
と
な
し

ま
し
た
。

　

�　
ベ
ジ
フ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
は
敷
地
面

積
１
４
９
，
６
９
１
㎡
、
卸
売
場
１

１
，７
９
６
㎡（
内
低
温
卸
売
場
９
，

９
４
６
㎡
）
冷
蔵
庫
８
，
６
８
１
㎡

で
す
。
特
徴
と
し
て
は
取
引
形
態
に

あ
わ
せ
た【
機
能
的
な
施
設
配
置
】、

青
果
物
の
鮮
度
維
持
を
考
え
た
【
コ

ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
】
場
内
物
流
の
効

率
性
や
安
全
性
を
重
視
し
た
【
コ
ン

パ
ク
ト
な
施
設
】
で
あ
り
国
内
有
数

の
市
場
で
あ
り
ま
す
。
２
０
２
４
年

問
題
に
お
い
て
も
ド
ラ
イ
バ
ー
待
機

時
間
で
導
線
の
整
備
、
パ
レ
ッ
ト
輸

送
、
荷
捌
き
面
積
の
確
保
の
面
で
十

分
な
機
能
を
発
揮
し
た
市
場
で
あ
り

ま
す
。

２�

．
２
０
２
４
年
度
当
社
取
扱
い
実
績

と
し
ま
し
て
は
数
量
３
０
７
，０
０

０
ｔ
、
金
額
８
３
９
億
円
（
税
込

み
）
当
社
玉
ね
ぎ
実
績
２
７
，４
０

０
ｔ
、
金
額
36
憶
円
（
税
込
み
）
、

産
地
比
率
：
北
海
道
63
％
、
佐
賀
県

21
％
、
中
国
９
％
、
長
崎
県
４
％
、

当
社
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
玉
ね
ぎ
取
扱
い
実

績
３
，８
０
０
ｔ
、
人
参
１
９
０

ｔ
。

３�

．
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
産
農
産
物
、
特
に
玉

ね
ぎ
・
人
参
に
関
し
て
は
福
岡
市
小

学
生
８
３
，
０
０
０
人
、
中
学
生
３

８
，
０
０
０
人
合
計
約
12
万
人
を
占

め
る
学
校
給
食
へ
の
供
給
を
行
っ
て

青果１課

入口

全景

～九州地方卸売市場№１の紹介

December 2025
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い
ま
す
。
ま
た
、
20
年
来
Ｊ
Ａ
ふ
ら

の
産
と
の
ル
ー
ト
契
約
を
続
け
ら
れ

て
い
る
仲
卸
→
福
岡
都
市
圏
（
２
６

５
万
人
）
量
販
店
へ
と
日
々
継
続
的

に
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
豊
作
年

に
限
っ
て
は
玉
葱
を
台
湾
等
へ
輸
出

も
行
っ
て
い
ま
す
。
月
に
１
度
「
ベ

ジ
フ
ル
感
謝
祭
」
で
旬
の
青
果
物
の

販
売
及
び
消
費
者
に
向
け
て
ふ
ら
の

産
農
産
物
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
感
謝
祭
で
生
産
者
の
声

を
直
接
消
費
者
に
届
け
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

�　
福
岡
大
同
青
果
㈱
は
物
流
問
題
・感謝祭の風景

青果物の鮮度維持を考えた【コールドチェーン】

　年齢：35歳
　趣味：クレーンゲーム
　ニックネーム：カッパ
　ふらののイメージ：鈴木旅館
　福岡のおすすめスポット：
　　生まれ故郷柳川市のうなぎ、川下り
　　�福岡に来られた際は柳川へお立ち寄りくだ

さい。
　ふらの産人参への抱負：
　　�玉葱シェア率に負けないよう頑張っていき

ます！

　年齢：36歳
　趣味：少年野球の指導
　性格：怒りっぽい
　好きな野菜：南瓜
　ふらののイメージ：北の国から
　福岡のおすすめスポット：
　　太宰府天満宮、博多屋台
　　�福岡に来られた際はぜひお立ち寄りくださ

い。
　ふらの産玉ねぎへの期待：
　　ＪＡふらの玉ねぎ取り扱い１位を目指す。

生
産
費
高
騰
・
想
定
し
得
な
い
自
然

環
境
の
変
化
の
中
、
生
産
さ
れ
た
農

産
物
を
守
り
・
育
み
、
生
産
者
の
思

い
を
乗
せ
て
よ
り
多
く
の
消
費
者
の

皆
様
に
供
給
し
続
け
る
こ
と
で
よ
り

豊
か
な
食
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
邁
進
し
ま
す
。

田村　浩登
（玉ねぎ担当）

田中　洸平
（人参担当）
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ふらのの大地 6

歴代支部長の輪

お楽しみ抽選会

工藤支部長からご挨拶

中
富
良
野
支
部

「
秋
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」
開
催

　

10
月
24
日
、
旧
中
富
良
野
小
学
校
体
育
館
講
堂

に
お
い
て
、青
年
部
「
秋
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
収
穫
作
業
も
概
ね
終
了
し
ひ
と
息
つ

い
た
こ
の
季
節
、
家
族
連
れ
の
部
員
を
は
じ
め
一

般
の
方
々
も
多
数
参
加
い
た
だ
き
、
仲
間
同
士
で

ゴ
ザ
の
上
で
輪
に
な
っ
て
、
お
酒
を
交
え
な
が
ら

交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
季
を
振
り
返
る
と
定

植
後
の
雨
不
足
、
収
穫
期
の
長
雨
で
苦
労
が
多
か

っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
部
員
の
中
で
は
既
に

青 年 部 か
  ら

来
年
へ
の
期
待
に
話
題
が
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
余
興
で
は
地
区
代
表
者
に
よ
る
「
後
出
し

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
」
ま
た
、
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

な
ど
用
意
し
て
い
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が

り
、
楽
し
く
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

会場の様子

InstagramFacebook

Instagram講習

キレイに撮れたかニャー

女 性 部 か
  ら

北海道風景画館にて牧田氏と集合写真

情
報
発
信
部
会「
の
ん
の
」写
真
撮
影
会
開
催

　

10
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
女
性
部
情
報
発
信

部
会
「
の
ん
の
」
は
写
真
撮
影
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
に
中
富
良
野
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
牧
田
ダ
ニ
エ
ル
氏
を
お
迎
え
し
、
部
員
８

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
北
海
道
風
景
画
館
（
中
富
良
野
町

奈
江
地
区
、
主
宰
奥
田
修
一
氏
）
に
て
風
景
や

人
物
・
動
物
の
撮
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
主

な
撮
影
の
方
法
と
し
て
、
日
の
丸
撮
影
（
被
写

体
を
真
ん
中
に
収
め
る
）
、
三
分
割
撮
影
（
縦

横
三
等
分
し
た
グ
リ
ッ
ド
線
を
使
う
方
法
）
の

説
明
を
受
け
、
部
員
は
各
自
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
、
よ
り
良
い
構
図
を
探
り
な
が
ら
被
写
体
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
上
富
良
野
事
務
所
に
て
午
前
中
に
撮
影
し
た
写
真
を
用
い
て
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
投
稿
の
コ
ツ
を
教
わ
り
ま
し
た
。
各
々
写
真
を
厳
選
し
た
り
、
加
工

し
た
り
並
べ
替
え
た
り
と
工
夫
を
し
、
投
稿
に
は
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
付
け
て
実
際
の

投
稿
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
光
を
意
識
し
た
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
写
真
加
工
に
つ
い
て
も
っ
と

学
び
た
い
」
な
ど
の
声
や
、
今
回
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
を
初
め
て
投
稿
す
る
部
員

も
お
り
、今
後
の
情
報
発
信
に
活
か
さ
れ
て
い
く
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
撮
影
会
の
様
子
は
「
の
ん
の
」
の
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
並
び
に
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ

ｇ
ｒ
ａ
ｍ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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中田女性部長、北野青年部長によるPR 豚玉ドーナツ　ニンジンソースのせ

女 性 部 青 年 部 か
  ら

ご
飯
が
す
す
む
農
家
め
し

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

　

10
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
上
川
地
区
女
性

部
・
青
年
部
合
同
事
業
と
し
て
、
「
ご

飯
が
す
す
む
農
家
め
し
レ
シ
ピ
コ
ン
テ

ス
ト
」
が
お
城
の
鯉
寿
し
（
旭
川
市
）

に
て
開
催
さ
れ
、
上
川
地
区
13
Ｊ
Ａ
が

そ
れ
ぞ
れ
特
産
品
を
使
っ
た
自
慢
の
レ

シ
ピ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら

は
北
野
青
年
部
長
、
中
田
女
性
部
長
が

参
加
し
、
ふ
ら
の
産
玉
ね
ぎ
と
に
ん
じ

ん
を
使
っ
た
「
豚
玉
ド
ー
ナ
ツ　

ニ
ン

ジ
ン
ソ
ー
ス
の
せ
」
を
紹
介
し
、
試
食

い
た
だ
い
た
審
査
員
か
ら
も
好
評
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
と
審
査
の
後
は
、
来
場

者
で
全
13
品
の
試
食
を
行
い
、
各
Ｊ
Ａ

の
工
夫
を
凝
ら
し
た
品
に
「
こ
の
調
味

料
が
効
い
て
い
て
お
い
し
い
」
「
南
瓜

も
ご
飯
の
お
か
ず
に
な
る
ね
」
と
皆
さ

ん
大
変
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

今
回
惜
し
く
も
受
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
、
詳
し
い
レ
シ
ピ
は
ふ
ら
の
の
大
地

11
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

和牛改良和牛改良
部 会部 会

生 産 部 会 か
  ら

江
丹
別　

北
井
牧
場
視
察
研
修

　

10
月
28
日
、 

北
井
牧
場
（
旭
川
市
江

丹
別
町
）
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

北
井
牧
場
で
は
、
生
ま
れ
た
子
牛
を

最
後
ま
で
育
て
あ
げ
出
荷
す
る
、
一
貫

肥
育
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

低
コ
ス
ト
か
つ
高
品
質
な
牛
肉
を
安
定

的
に
生
産
す
る
こ
と
を
目
標
と
さ
れ
て

い
て
、
木
く
ず
や
も
み
殻
の
他
に
江
丹

別
産
そ
ば
副
産
物
の
そ
ば
殻
を
敷
料
に

使
う
な
ど
、
コ
ス
ト
管
理
へ
の
こ
だ
わ

り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
北
井
さ
ん
の

説
明
に
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

普
段
見
る
こ
と
の
な
い
肥
育
牛
の
ス
ケ

ー
ル
に
驚
き
の
声
が
上
が
る
な
ど
、
充

実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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営農部営農部

仕事風景

研修後総括風景

畜
産
課
主
催　

旭
川
市
場
視
察
研
修
会

　

営
農
部
畜
産
課
の
主
催
で
10
月
15
日
に
、北
海
道
中
央
地
域
家
畜
市
場
（
旭
川
市
）

に
て
、
職
員
の
他
部
署
業
務
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
視
察
研
修
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
10
名
の
若
手
職
員
た
ち
は
初
め
て
見
る
市
場
の
建
物
や
セ
リ

の
様
子
に
興
味
津
々
で
し
た
。
ま
た
セ
リ
に
出
す
子
牛
の
お
へ
そ
や
あ
ご
、
足
を
触

っ
て
異
常
が
無
い
か
確
認
し
、落
札
価
格
を
予
想
す
る
値
踏
み
体
験
も
行
い
ま
し
た
。

お
そ
る
お
そ
る
牛
に
触
る
職
員
も
お
り
、
そ
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
畜
産
課
の
仕
事
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
大
変
勉
強
に
な
っ

た
」
「
畜
産
課
以
外
の
部
署
も
見
学
し
て
み
た
い
」
な
ど
職
場
体
験
に
つ
い
て
前
向

き
な
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
日
々
の
業
務
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
若
手
職
員
を
中
心
に
他
部
署
の
業
務
に

か
か
わ
る
研
修
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

値踏み風景

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
女
性
大
学　

視
察
研
修

　

10
月
31
日
、女
性
大
学
第
14
期
生（
２

年
生
）
の
第
７
回
講
座
と
し
て
「
視
察

研
修
」
を
行
い
、
学
生
22
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
札
幌
み
ら
い
中
央
青
果

株
式
会
社
の
柿
崎
氏
、
大
島
氏
に
札
幌

市
中
央
卸
売
市
場
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
青
果
棟
で
は
、産
地
、

鮮
度
、
果
物
の
香
り
を
確
か
め
な
が
ら

見
て
回
り
、
見
聞
を
深
め
ま
し
た
。

　

座
学
研
修
で
は
、
水
産
市
場
の
風
景

の
映
像
を
見
た
の
ち
、
市
場
の
流
れ
、

作
付
面
積
、
集
荷
量
の
現
状
、
流
通
の

向
上
化
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
江
別
市
の
ゆ

め
ち
か
ら
テ
ラ
ス
を
訪
れ
、
そ
の
地
域

の
農
産
物
、
加
工
品
の
種
類
や
価
格
等

を
見
な
が
ら
、
お
買
い
物
を
楽
し
み
ま

し
た
。
特
に
、
ゆ
め
ち
か
ら
小
麦
を
使

用
し
た
手
作
り
パ
ン
は
大
盛
況
で
、
ト

レ
ー
い
っ
ぱ
い
に
購
入
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

女 性女 性
大 学大 学

Ｊ A か
  ら
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営農部営農部
Ｊ A か

  ら

第
22
回
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
枝
肉
共
励
会

　

令
和
７
年
度
第
22
回
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
黒
毛
和
牛
枝
肉
共
励
会
が
11
月
１

日
に
開
催
さ
れ
、
後
代
検
定
の
部
で
柴
田
知
樹
氏
が
最
優
秀
賞
（
１
位
）
と
優
良
賞

（
３
位
）
を
受
賞
、
一
般
の
部
で
（
有
）
さ
さ
き
農
畜
産
は
優
良
賞
（
３
位
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
は
、
家
畜
の
遺
伝
的
改
良
と
増
殖
を
目
的

と
し
て
、
牛
の
精
液
の
生
産
と
販
売
を
行
っ
て
い
る
一
般
社
団
法
人
で
、
本
共
励
会

は
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
が
所
有
す
る
種
雄
牛
を
父
に
持
つ
黒
毛
和
牛
の
枝
肉

共
励
会
で
す
。
全
道
か
ら
１
０
１
頭
の
出
品
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
か
ら
は
７
頭
の

出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
琥
平
号
（
父
：
琥
百
合
５
）
は
、
バ
ラ
の
厚
さ
や
僧
帽
筋

（
カ
ブ
リ
）
の
雄
大
さ
、
鮮
や
か
な
紅
色
を
し
た
肉
色
、
特
に
良
質
な
脂
肪
と
脂
肪

交
雑
の
美
し
さ
が
講
評
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
代
検
定
の
部

　
　

最
優
秀
賞
（
琥
平
号　

父
：
琥
百
合
５　

Ａ
─
５　

Ｂ
Ｍ
Ｓ
12　

５
８
４
㎏
）	

　
　

優 

良 

賞
（
光
英
号　

父
：
秋
光
花　
　

Ａ
─
５　

Ｂ
Ｍ
Ｓ
12　

５
２
０
㎏
）

　
一
般
の
部

　
　

優 

良 

賞
（
逞
令
和
５
乃
７
号　

父
：
北
美
津
久　

Ａ
─
５　

Ｂ
Ｍ
Ｓ
12　

５
３
７
㎏
）

後
代
検
定
の
部
　
柴
田
知
樹
氏
　
最
優
秀
賞
・
優
良
賞
　
受
賞

一
般
の
部
　
（
有
）
さ
さ
き
農
畜
産
　
優
良
賞
　
受
賞ささき農畜産

一般の部優良賞
柴田知樹
後代検定の部優良賞

柴田知樹　後代検定の部最優秀賞

酪 農酪 農
青年部青年部

生 産 部 会 か
  ら

視察風景

集合写真

酪
農
部
会
青
年
部
視
察
研
修

　

ふ
ら
の
農
協
酪
農
部
会
青
年
部
は
、

11
月
６
日
、
日
本
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド

（
株
）
苫
小
牧
デ
ポ
へ
視
察
研
修
に
行

き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
（
株
）

で
は
、
数
多
く
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
機
械

が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
注
文
後
に

機
械
の
納
品
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
に

つ
い
て
当
部
会
員
よ
り
質
問
が
あ
り
、

海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
ト
ラ
ク
タ
ー
や

機
械
の
馬
力
確
認
、
日
本
の
法
律
に
合

わ
せ
た
組
立
、ミ
ラ
ー
等
の
調
整
作
業
、

反
射
板
の
設
置
な
ど
出
荷
前
点
検
を
通

過
し
て
か
ら
納
品
さ
れ
る
た
め
だ
と
い

う
お
話
も
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
は
あ
ま
り
流
通
し
て
い
な
い
キ
ャ
ビ

ン
無
し
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
、
最
先
端
の
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
幅
広
く
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
部
会
と
し
て
も
部
品
、
機
械
、
資
材
の
価
格
高
騰
や
人
材
不
足
と
い
っ

た
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
省
力
化
を
図
り
こ
れ
か
ら
も
酪
農
業
を
力
強

く
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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労 働労 働
組 合組 合

第
４
回
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

≪
新
王
者
誕
生
！
　
白
熱
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
閉
幕
≫

　

10
月
25
日
に
開
催
し
た
職
員
交
流
第
４
回
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
部
門
や

年
次
の
垣
根
を
超
え
職
員
約
50
名
が
参
加
し
、
笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
今
年
は
新
人
中
心
チ
ー
ム
「
若
い
芽
」
や
、
約
40
歳
の
年
の
差
が
あ
る
職

員
が
混
ざ
っ
た
「
３
部
門
異
動
」
な
ど
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
３
連
覇
中
の

「
ア
フ
ロ
デ
ィ
ー
テ
」
に
挑
む
た
め
に
結
成
さ
れ
た
「
パ
ワ
ー
パ
フ
ボ
ー
イ
ズ
」
が

見
事
撃
破
・
優
勝
し
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
身
体
を
張
っ
た
ナ
イ
ス
プ

レ
ー
に
は
敵
味
方
関
係
な
く
歓
声
が
あ
が
り
、
勝
敗
以
上
に
〝
つ
な
が
る
楽
し
さ
〟

を
実
感
で
き
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
若
手
職
員
に
よ
る
実
行
委

員
会
を
設
け
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
、地
産
地
消
を
目
的
と
し
た
賞（
ふ

ら
の
大
地
和
牛
）
や
大
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ
ル
な
ど
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
景
品
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ら
に
職
員
同
士
の
交
流
を
深
め
、
組
合
員
の
皆
様
と
も
一
緒
に
富
良
野

地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
農
協
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

集合写真

大会風景

優勝チーム
「パワーパフボーイズ」 選手宣誓

研修の様子

職
員
の
集
合
研
修
会
の
実
施
に
つ
い
て

　

10
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
本
所
に
て
職
員
の
係
長
・
主
任
職
を
対
象
と
し
た
集
合

研
修
「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
研
修
」
を
日
本
航
空
㈱
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
の
野
木
講
師
を

お
招
き
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
や
チ
ー
ム
力
発
揮
を
目
指
す
目
的
で
行
い
、
25
名

の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
力
発
揮
の
た
め
に
日
本
航
空
㈱
が
実
践
し
て
い

る
方
法
や
、
野
木
講
師
の
経
験
な
ど
が
研
修
内
容
に
盛
り
込
ま
れ
、
参
加
し
た
職
員

は
熱
心
に
聞
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
も
行
い
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
に
む
け
て
、
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

職
員
か
ら
は
「
今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
前
向
き
な
感
想
が
述
べ

ら
れ
、
研
修
を
き
っ
か
け
に
組
合
員
対
応
な
ど
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

総務部総務部
Ｊ A か

  ら
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総務部総務部
Ｊ A か

  ら

「
１
日
ホ
ク
レ
ン
」
を
実
施

　

10
月
30
日
に
ホ
ク
レ
ン
旭
川
支
所
主
催
の

「
１
日
ホ
ク
レ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
系
統
経
済
部
門
の
連
合
会
で
あ
る
ホ

ク
レ
ン
が
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
か
各
農
協
の
役
員
や
生
産
者
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
場
と
し
て
数
年
お
き
に
単
協

ご
と
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
ホ
ク
レ
ン
よ
り
14
の
部
署
の
職
員

が
事
業
概
要
と
近
況
を
説
明
し
、
農
協
側
で

出
席
し
た
役
員
、
生
産
部
会
代
表
者
、
青
年

部
・
女
性
部
役
員
が
質
問
や
要
望
を
あ
げ
る

と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。
質
問
や
要
望
に
つ

い
て
下
記
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

系
統
組
織
と
し
て
相
互
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
農
協
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
意
見
や

要
望
を
伝
え
な
が
ら
経
済
活
動
を
実
施
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

Ｊ�

Ａ
：
米
の
概
算
金
な
ど
に
関
し
て
は
あ
り

が
た
い
こ
と
だ
が
、
量
販
店
価
格
が
上
が

り
す
ぎ
て
消
費
者
離
れ
が
起
こ
ら
な
い
か

不
安

⇨�

手
数
料
を
低
め
に
し
た
り
コ
ス
ト
を
削
減

し
量
販
に
は
で
き
る
だ
け
安
い
価
格
で
安

定
供
給
を
目
指
し
て
い
く
。
ま
た
北
海
道

米
の
価
値
向
上
と
消
費
の
拡
大
、
大
手
実

需
者
と
の
販
売
・
契
約
手
法
、
農
政
に
対

す
る
要
望
に
努
め
、
価
格
維
持
に
向
け
取

り
組
む
。
な
お
首
都
圏
な
ど
で
は
５
㎏
で

５
千
円
を
超
え
る
価
格
が
見
ら
れ
る
が
、

道
産
品
の
道
内
販
売
は
４
千
円
程
度
と
な

っ
て
い
る
。

Ｊ�

Ａ
：
個
選
の
ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
は
規

模
拡
大
で
面
積
が
増
え
る
と
手
が
回
ら

ず
、
皆
作
ら
な
く
な
る
。
ホ
ク
レ
ン
の
施

設
等
で
選
果
す
る
な
ど
の
解
決
策
は
あ
る

か
？

⇨�

共
選
化
の
悩
み
に
つ
い
て
は
各
産
地
で
も

あ
る
。
石
狩
の
ホ
ク
レ
ン
の
セ
ン
タ
ー
な

ど
施
設
は
あ
る
の
で
物
理
的
に
は
実
施
で

き
る
が
、
鮮
度
維
持
が
大
事
な
品
目
も
あ

り
対
応
が
可
能
か
ど
う
か
Ｊ
Ａ
と
も
相
談

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

Ｊ�

Ａ
：
農
畜
産
物
を
高
く
売
っ
て
い
た
だ

き
、
購
買
品
な
ど
の
経
費
を
安
く
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
尽
き
る
。
ま
た
利
用
し
た

ら
貯
ま
る
ポ
イ
ン
ト
制
な
ど
も
検
討
で
き

な
い
か
？

　

⇨�

道
外
拠
点
に
職
員
を
配
置
し
て
お
り
、

契
約
販
売
な
ど
柔
軟
な
手
法
も
用
い
な

が
ら
有
利
販
売
に
努
め
る
。
購
買
品
な

ど
は
足
を
運
び
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
商
品

を
正
し
い
情
報
と
と
も
に
お
勧
め
し
た

い
。
ポ
イ
ン
ト
は
連
動
の
問
題
も
あ
る

が
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
で
き
る
か
と
い

っ
た
切
り
口
で
検
討
を
し
て
い
く
。

Ｊ�

Ａ
：
過
去
最
高
の
売
り
上
げ
と
こ
こ
数
年

言
わ
れ
る
が
高
値
の
影
響
が
大
き
い
。
金

額
で
は
な
く
物
量
が
大
事
だ
と
思
う
。

⇨�

量
と
い
う
の
も
大
事
な
指
標
で
あ
り
数
値

に
つ
い
て
も
毎
年
提
出
を
し
て
い
る
。
ま

た
量
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
栽
培
の
指
標

が
あ
る
作
物
に
つ
い
て
は
、
指
標
の
在
り

方
を
検
討
し
北
海
道
全
体
で
枠
い
っ
ぱ
い

作
れ
る
体
制
を
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｊ�
Ａ
：
肥
料
の
価
格
動
向
、
硫
安
の
国
内
製

造
工
場
の
生
産
停
止
予
定
を
受
け
た
動
き

は
？

⇨�

輸
送
費
・
人
件
費
が
上
が
っ
て
お
り
、
海

外
産
原
料
に
つ
い
て
は
為
替
の
動
向
に
も

よ
る
が
肥
料
価
格
は
高
止
ま
り
が
続
い
て

い
る
。
硫
安
は
今
後
中
国
産
原
料
が
主
と

な
る
が
、
国
内
で
の
原
料
保
管
場
所
の
確

保
な
ど
今
後
調
整
を
し
て
い
く
。

Ｊ�

Ａ
：
春
小
麦
の
「
春
よ
恋
」
と
「
は
る
き

ら
り
」
の
品
種
に
よ
る
ニ
ー
ズ
差
は
？

　

⇨�

「
春
よ
恋
」
は
以
前
、
品
質
が
悪
い
年

が
あ
り
作
付
け
が
減
っ
て
し
ま
っ
た

が
、実
需
側
か
ら
の
評
価
は
高
い
。「
は

る
き
ら
り
」
は
国
産
特
有
の
風
味
等
が

弱
く
、
単
独
で
は
使
い
に
く
く
価
格
に

も
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｊ�

Ａ
：
こ
こ
数
年
種
芋
が
足
り
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。生
産
者
も
高
齢
化
が
進
み
、

手
間
か
ら
多
く
の
面
積
も
作
れ
な
い
。
生

食
芋
の
価
格
も
上
が
り
、
加
工
用
芋
の
ニ

ー
ズ
も
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
？

⇨�

全
国
的
に
種
芋
が
不
足
し
引
き
合
い
が
強

く
な
っ
て
い
る
。
加
工
用
は
メ
ー
カ
ー
に

毎
年
価
格
交
渉
を
行
い
、
生
食
用
も
需
要

が
必
須
で
あ
る
た
め
相
場
に
反
映
さ
せ

る
。今
年
産
は
絶
対
量
が
足
り
な
い
た
め
、

要
望
に
対
し
按
分
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
思

う
が
、
次
年
度
以
降
の
立
て
直
し
や
今
後

の
面
積
減
を
見
越
し
た
中
で
、
栽
培
工
程

の
作
業
見
直
し
に
よ
る
負
担
軽
減
な
ど
技

術
的
な
こ
と
を
提
案
し
て
い
き
た
い
。

Ｊ�

Ａ
：
種
子
の
取
り
ま
と
め
が
年
々
早
く
な

っ
て
お
り
、
ま
だ
農
作
業
が
落
ち
着
か
な

い
時
期
に
締
め
切
り
を
む
か
え
る
こ
と
も

あ
り
大
変
だ
。

⇨
種
苗
担
当
と
協
議
し
検
討
す
る
。

December 2025
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年末・年始業務のお知らせ
部　　　門 業務納め 業務始め

総 務 部　
本　所 １２月２６日（金）１月７日（水）

北・南エリア事務所 １２月２６日（金）１月７日（水）

監 査 部 １２月２３日（火）１月７日（水）

金 融 共 済 部 金融・共済　全店舗 １２月３０日（火）１月５日（月）

青 果 部　本　所（青果・青果施設業務） １２月２5日（木）１月７日（水）

エ リ ア 青 果
北エリア（中富） 12月24日（水）１月8日（木）

南エリア（東山・南富） １２月２３日（火）１月７日（水）

米 穀 部
本　所 １２月２５日（木）１月７日（水）

カントリーエレベーター １２月２５日（木）１月７日（水）

エ リ ア 米 穀
北エリア １２月２３日（火）１月７日（水）

南エリア １２月２４日（水）１月７日（水）

部　　　門 業務納め 業務始め

加 工 食 品 部 12月26日(金) １月6日（火）

営 農 部

本　所 12月26日(金) １月7日（水）

北エリア 12月26日(金) １月7日（水）

南エリア 12月25日(木) １月7日（水）

生 産 振 興 室 12月26日(金) １月7日（水）

資材センター （各店舗） 12月26日(金)
12時まで １月7日（水）

農 業 機 械 （各店舗） 12月26日(金)
12時まで １月7日（水）

燃 料・ 自 動 車
カーセンター（各店舗）12月26日(金)12時まで １月7日（水）

本所燃料自動車課 12月26日(金)
12時まで １月7日（水）

※各事務所・各課によって違いがありますので、ご確認をお願いいたします。

■給油所の営業時間

アロック店名
上富良野店 中富良野店 新富店 山部店 東山店 南富良野店 占冠店

セルフ給油 スタッフ給油 セルフ給油 セルフ給油 スタッフ給油 セルフ給油 セルフ給油 セルフ給油 セルフ給油

電話番号 45-2263 44-2095 23-1330 42-2413 27-2761 52-2075 56-2714

12月31日(水) 8：00～12：00 8：00～12：00 8：00～12：00 6：00～20：00 8：00～12：00 8：30～12：00 9：00～12：00 8：00～12：00 9：30～12：00

1月1日(木) 休み

1月2日(金) 休み 休み 9：00～17：00 休み 休み 休み 休み 休み

1月3日(土) 休み 休み 9：00～17：00 休み 休み 休み 休み 休み

1月4日(日) 9：00～17：00 定休日 定休日 9：00～17：00 定休日 定休日 9：00～17：00 定休日 9：30～17：00

1月5日(月) 8：00～18：30 8：00～17：30 8：00～18：00 6：00～22：00 8：00～17：30 8：30～18：00 9：00～17：00 8：00～17：30 9：30～17：30

1月6日(火) 8：00～18：30 8：00～17：30 8：00～18：00 6：00～22：00 8：00～17：30 8：30～18：00 9：00～17：00 8：00～17：30 定休日

1月7日(水) 8：00～18：30 8：00～17：30 8：00～18：00 6：00～22：00 8：00～17：30 8：30～18：00 9：00～17：00 8：00～17：30 9：30～17：30

●ＪＡ共済事故受付センター� 0120-258-931
●レッカー・ロードサービスー� 0120-063-931

●キャッシュカード事故受付� 0120-944-904

■交通事故連絡先
休日の事故・レッカー・ロードサービスの連絡先

●プロパン：本 所 燃 料 自 動 車 課（☎56-7306）
●プロパン：上富良野（☎39-4422）・南富良野（☎56-7083）

■購買部
年末年始休業中のプロパンの緊急連絡先

■マルシェ　オガール
定休日：12月30日（火）
休業日：12月31日（水）・１月１日（木）

■金融共済部
 ATMの休業日:１２月３１日（水）～１月４日（日）
 ※この間コンビニATMは使えます

December 2025
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発令日 所　　属　　部　　署　　名 氏　　　名
令和7年12月1日 金融共済部　本店　金融課　金融係 キム　ミンギュ

本採用辞令

December 2025
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【富良野税務署からのお知らせ】
　令和８年１月５日（月）から２月１３日（金）までの確定申告相談が事前予約制
になります。
　確定申告相談を希望される方は、事前に電話にて相談予約をお願いいたします。
　確定申告については、お手持ちのスマートフォンとマイナンバーカードを使用し
て申告しますので、来署の際は忘れずにお持ちください。また、マイナンバーカー
ドを利用したスマホ申告を行うためには、マイナンバーカードのほか、カード発行
時に設定したパスワード（利用者証明用電子証明書及び署名用電子証明書）が必要
となりますので、事前に確認をお願いします（マイナンバーカード及び電子証明書
の有効期限にご注意ください）。
　スマートフォン又はマイナンバーカードをお持ちでは
ない方は予約時に職員にお知らせください。
　　▽相談時間　　午前９時から午後３時まで
　　▽連絡先　　０１６７（２２）２１４４（代表）
　　　　　　※音声ガイダンスに従い「２」を選択
　　　　　　　　　調査部門個人課税担当まで

　　

組合員からの情報提供窓口を設置しています。
　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法（第３５条の５）及び農協法施行規
則（第８１条）に基づき、理事の職務の適正な遂行を阻害する行為に関する情報（組合経営に関
する事象に限る）の提供を求めています。
　当組合の理事の組合経営に関する気になる行為について、見たり聞いたりした事柄があれば
電話または封書・電子メールにて下記宛に連絡くださいますようお願いします。

ふらの農業協同組合　監事会　

　　○連絡先：電話番号　　０８０-８２８９-８４４３
　　○フ ァ ッ ク ス　　０１６７-２２-１３２３
　　○メ ー ル ア ド レ ス　　ｋａｎｓａ@ｊａ-ｆｕｒａｎｏ.ｏｒ.ｊｐ
　　○受 付 部 署 名　　監事室　常勤監事　荒　川　　聡　宛
　　○住　　　　　　所　　富良野市朝日町３番１号　ＪＡふらの本所事務所１階

　　※　�当組合の業務に関する一般的な苦情については、別途窓口を設置しておりますので、そちらをご利
用ください。

　　※　�ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付いたしかねますので、
予めご了承ください。

December 2025
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ＪＡふらの　金融共済部

１．注意事項

【お問い合わせ先】

　日頃より、当ＪＡ事業に対し多大なるご利用を賜り、誠にありがとうございます。

　ＪＡバンクを装った不審なメールのＵＲＬにアクセスし、ログインＩＤ、ログインパス
ワード、口座情報（キャッシュカードの暗証番号を含む）を入力してしまい、口座残高
全額を不正送金される被害が急増しており、当ＪＡのお客様も同様の被害に遭われ
た方が以前に増して増加しております。
　８月にも通達しましたが、この不審なメールはＪＡバンクと一切関係はなく、イン

ターネットを通じてお客様へ手続きをご依頼することもございませんので、メール
に記載されたＵＲＬへ絶対にアクセスせず削除いただきますようお願いいたします。
　万一、不正な偽サイトに口座情報等を入力してしまった場合は、速やかに、お取扱

店またはＪＡネットバンクヘルプデスクにご連絡いただき、ＪＡネットバンクの利用を

停止してください。

２３‐３５３３
２３‐４１０２
４５‐３１３２
４４‐２２１２
４２‐２２１１
５２‐３３５３

➡
➡
➡
➡
➡
➡

ＪＡネットバンクヘルプデスク

■フリーダイヤル：
　　０１２０-０５８-０９８
■お問い合わせ時間：
　　　平日９：００～２１：００
　　　土日祝日９：００～１７：００

ＪＡふらの本店
春 日 出 張 所 
上富良野支店
中富良野支店
山 部 支 店
南富良野支店

ＪＡバンク・ＪＡネットバンクを
装ったフィッシングメール、
サイトに絶対にアクセス
しないでください!

December 2025
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１
年
生
の
必
修
科
目
「
土
壌
分
析
」
を
10

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
行
い
ま
し
た
。
２
年
生

で
も
希
望
し
て
参
加
す
る
学
生
が
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
自
家
の
圃
場
が

ど
う
変
化
し
た
か
を
確
認
す
る
そ
う
で
す
。

教育活動紹介

AGRI
育て農の担い手！育て農の担い手！
富良野高等学校
農業特別専攻科

土
壌
分
析

土壌を抽出機にセットして、ＣＥＣ
（陽イオン交換容量）を測定します

抽出液を試験管に入れて、
置換性塩基類を測定します ＣＥＣ測定の準備をしています

令和８年度　富良野高校 農業特別専攻科 学生募集
　自家の農業に従事しながら、専門的知識・技術を学びたい方なら年齢や性別に関係なく出願できます。
　修業年限は２年です。
●出願資格　高等学校またはこれに準じる学校を卒業した者(令和８年３月末日までに卒業見込みの者を含む｡)
　　　　　　または本校校長が高等学校を卒業した者と同等の学力があると認めた者
●募集人員　20名
●出願期間　＜１次＞令和８年１月８日(木)午前９時から１月16日(金)正午まで（土日、祝日を除く）
　　　　　　＜２次＞令和８年２月12日(木)午前９時から３月16日(月)正午まで
　　　　　　　　　　（土日、祝日、３月１日～３月８日を除く）
●検 査 日　＜１次＞令和８年１月30日(金)午前10時
　　　　　　＜２次＞令和８年３月25日(水)午前10時（1次募集で定員が充足した場合、２次募集は実施されません）
●検査会場　北海道富良野高等学校　　＊願書等は直接、農業特別専攻科へ請求してください。
●検査内容　作文および面接　　　　　　　　　　　　　TEL・FAX　０１６７－２２－２５９４

入試情報や活動内容はホー
ムページやfacebookでも
確認できます

ホームページfacebook

が
で
き
ま
す
。
圃
場
に
あ
わ
せ
た
土
作
り
や

施
肥
は
、
作
物
の
健
全
な
生
育
に
よ
る
品
質

と
収
量
の
向
上
や
肥
料
コ
ス
ト
の
低
減
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
回
の
分
析
結
果
を
用
い
て
、
活
用
方
法

を
後
日
の
授
業
で
学
習
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
の
農
家
に
泊
ま
り
込
み
で

実
習
す
る
研
修
が
10
月
27
日
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
様
子
は
１
月
号
で
お

伝
え
し
ま
す
。

　

圃
場
の
「
土
壌
分
析
」
は
人
間
の
「
健
康

診
断
」
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
点
の
土

壌
の
状
態
を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
で
、

圃
場
の
健
康
状
態
を
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と

道
外
農
事
研
修
（
埼
玉
研
修
）
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　令和7年10月31日、本所役員会議室で第10回理事会
が開催され、次の事項について報告、協議、承認され
ました。

■ 報告事項 ■

第10回 理事会報告

１．事業及び一般概況について
２．内部監査実施結果報告について
３．組合員加入状況報告について
４．ＪＡコネクト組合員向けアップロード機能のテ

スト運用について
　⇒　農協から発送している組合員様向けの書類を

ＪＡコネクトを活用したデータ送信ができる機能
の運用開始を目指しており、その内容について報
告されました。

５．インターネット・バンキング犯罪発生・補償状
況報告（２０２５年９月末現在）

６．融資報告について
７．理事に対する利益相反取引の事後報告について
８．青果物販売状況報告について
９．畜産取扱状況報告について
１０．令和６年産　玉ねぎ最終精算について
１１．令和７年産　共計大豆概算金単価について

１２．令和７年度　営農賦課金について
１３．農薬取扱要領の改定について
１４．与信先の状況報告について

１．組合員懇談会の日程について
２．給与規程１の一部改正について
３．定年退職者再雇用規程の一部改正について
４．融資案件について（正常先個人）
５．融資案件について（正常先任意団体）
６．令和８年度　青果部　新規固定資産取得事前発

注について
　⇒　アスパラ選別機の導入について協議され決定

しました。
７．米穀施設の利用料変更について

□ 協議事項 □

連
載
コ
ラ
ム
　  

農
業
今
昔
物
語 

〜
穀
物
を
自
給
せ
よ
！
〜

馬鈴しょ

Ｐ
Ｎ
《
へ
そ
の
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
》

第
５
章

　
東
の
果
て
ま
で
や
っ
て
き
た

ジ
ャ
ガ
タ
ラ
イ
モ
　
　
　
　
　

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
穀
物
紹
介
（
そ
ん
な

コ
ー
ナ
ー
だ
っ
け
？
）の
四
番
に
座
る
の
は
、

Ｊ
Ａ
で
も
チ
ッ
プ
ス
原
料
と
し
て
大
活
躍

中
の
『
馬
鈴
し
ょ
』
で
す
。

　

『
馬
鈴
し
ょ
』
と
も
『
ジ
ャ
ガ
イ
モ
』

と
も
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
語
源
に

諸
説
あ
り
ま
し
て
、
馬
鈴
し
ょ
に
つ
い
て

は
、
中
国
語
で
「
馬
鈴
薯
（
マ
ー
リ
ン
シ

ュ
ー
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
名
前
を
そ
の

ま
ま
入
れ
た
、
と
い
う
説
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ

に
つい
て
は
、
こ
れ
は
有
名
で
す
が
ジ
ャ
カ

ル
タ
（
当
時
は
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
）
か
ら
入
って

き
た
イ
モ
な
の
で
、
『
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
イ
モ
』

が
な
ま
っ
た
、
と
い
う
説
で
す
。

　

原
産
地
に
つ
い
て
も
結
構
有
名
で
し

て
、
最
近
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た

『
イ
ン
カ
の
め
ざ
め
』
と
い
う
品
種
が
あ

る
通
り
、
イ
ン
カ
帝
国
の
あ
っ
た
南
米
ア

ン
デ
ス
地
方
が
原
産
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
国
で
言
え
ば
チ
リ
あ
た
り
を
指
す

ん
で
す
が
、
そ
う
な
る
と
太
平
洋
を
ま

た
い
で一
直
線
に
地
球
の
裏
側
に
あ
た
り

ま
す
。

　

実
は
今
ま
で
紹
介
し
て
き
た
穀
物
の

中
で
、
一番
人
類
と
の
お
付
き
合
い
が
短

い
、
若
手
の
穀
物
が
馬
鈴
し
ょ
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
若
手
の
ホ
ー
プ
は
、
生
ま
れ

故
郷
の
ア
ン
デ
ス
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
日
本

に
や
って
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ん
と
、
大
西
洋
を
越
え
て
欧
州
に
渡

り
、
そ
こ
か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
渡
っ

て
は
る
ば
る
地
球
を
逆
に
回
って
日
本
ま

で
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

欧
州
で
の
鮮
烈
な
デ
ビュー

や
日
本
へ
や
っ
て
く
る
ま
で
の

道
の
り
が
、一番
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
作
物
で
も
あ
り
ま
す
。
日

本
に
や
って
き
て
か
ら
も
か
な

り
の
活
躍
を
し
て
い
る
、
穀

物
界
の
大
型
新
人
に
つい
て
ご

紹
介
し
ま
す
。
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Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連　

旭
川
厚
生
病
院　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
が
ん
相
談
・
ゲ
ノ
ム
支
援
科
　
看
護
係
長　

工
　
藤
　
久
　
華

動
物
た
ち
と
人
を
つ
な
ぐ
や
さ
し
い
時
間

　
　
　
～
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
の
ご
紹
介
～

健康
メモ

　
新
し
い
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
雪
に

包
ま
れ
た
静
か
な
朝
、
吐
く
息
の
白
さ

に
自
然
の
厳
し
さ
と
美
し
さ
を
感
じ
る

季
節
で
す
。

　
２
０
２
５
年
１
月
号
の
健
康
メ
モ
コ

ー
ナ
ー
で
「
動
物
の
持
つ
癒
し
の
力
」

を
ご
紹
介
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す

か
？
「
が
ん
と
い
う
病
と
共
に
生
活
す

る
方
に
少
し
で
も
癒
し
の
時
間
を
提
供

で
き
る
よ
う
『
セ
ラ
ピ
ー
犬
』
と
の
触

れ
合
い
を
提
供
し
た
い
」
―
―
そ
ん
な

私
た
ち
の
願
い
が
形
と
な
り
Ｒ
７
年
度

よ
り
年
４
回
、
ハ
ー
ト
シ
ェ
ア
で
ア
ニ

マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
当
院
で
の
「
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
」
の
活
動
と
、
私
た
ち
が
取
り
組

む
「
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
当
院
の
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
は
「
緑

の
森
ど
う
ぶ
つ
病
院
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｐ
チ
ー

ム
」
の
ハ
ン
ド
ラ
ー
さ
ん
と
セ
ラ
ピ
ー

犬
に
ご
協
力
い
た
だ
き
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
回
の
参
加
人
数
に
応
じ
て

５
～
10
頭
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
来
て
く
れ

て
い
ま
す
。
ト
イ
プ
ー
ド
ル
や
ゴ
ー
ル

■
言
葉
で
は
届
か
な
い
思
い
に

■
言
葉
で
は
届
か
な
い
思
い
に

　
寄
り
添
う
動
物
た
ち

　
寄
り
添
う
動
物
た
ち

　
動
物
た
ち
は
、
病
気
や
不
安
を
超
え

て
「
人
そ
の
も
の
」
に
向
き
合
っ
て
く

れ
ま
す
。
何
も
語
ら
な
く
て
も
、
見
つ

め
る
だ
け
で
伝
わ
る
安
心
感
。そ
れ
が
、

ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
の
や
さ
し
い
力
で

す
。

デ
ン
レ
ト
リ
バ
ー
な
ど
、
様
々
な
犬
種

が
一
度
に
集
う
光
景
は
本
当
に
可
愛
い

ら
し
く
、
会
場
全
体
が
柔
ら
か
な
空
気

に
包
ま
れ
ま
す
。

　　
セ
ラ
ピ
ー
犬
た
ち
は
、
来
院
前
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
健
康
・
衛
生
管
理
を
し

っ
か
り
受
け
て
お
り
、
と
て
も
穏
や
か

で
優
し
い
表
情
で
患
者
さ
ん
た
ち
に
寄

り
添
い
ま
す
。
普
段
は
一
般
の
ご
家
庭

で
暮
ら
し
て
い
る
家
庭
犬
で
す
。
セ
ラ

ピ
ー
犬
に
と
っ
て
も
無
理
の
な
い
よ

う
、
活
動
時
間
は
30
分
程
度
に
し
て
い

ま
す
。
ふ
わ
ふ
わ
の
毛
並
み
に
触
れ
、

温
も
り
を
感
じ
る
う
ち
に
気
持
ち
が
満

た
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
参
加
者
み
な
さ

ん
が
笑
顔
に
な
り
、
と
て
も
優
し
い
時

間
が
流
れ
ま
す
。
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が
ん
と
向
き
合
う
と
き
、
人
は
体
の

痛
み
だ
け
で
な
く
、
心
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
葛
藤
を
抱
え
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
気
持
ち
は
誰
に
も
言
え
な

い
」「
家
族
に
心
配
を
か
け
た
く
な
い
」

と
、
自
分
の
気
持
ち
を
押
し
込
め
て
し

ま
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、

本
当
は「
誰
か
に
聞
い
て
ほ
し
い
」「
自

分
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
感
じ
た
い
」—

—

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
抱
え
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
分
か

ち
合
え
る
場
所
が「
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
」

で
す
。

　
が
ん
を
経
験
し
た
方
や
ご
家
族
が
集

ま
り
、
気
持
ち
や
体
験
を
自
由
に
語
り

合
え
る
場
で
、
話
し
て
も
、
聞
い
て
い

る
だ
け
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
同
じ
よ

う
な
経
験
を
持
つ
人
の
言
葉
に
、
安
心

や
希
望
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　　
現
在
、
当
院
で
も
サ
ロ
ン
の
開
催
は

続
け
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
が
な
か
な

■■  
が
ん
患
者
サ
ロ
ン

が
ん
患
者
サ
ロ
ン

　
～
が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の

　
～
が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の

　
　
語
ら
い
と
つ
な
が
り
の
場
～

　
　
語
ら
い
と
つ
な
が
り
の
場
～

か
集
ま
ら
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま

す
。コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
中
断
し
て
以
降
、

「
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
勇
気
が
出
な

い
」
「
ど
ん
な
雰
囲
気
な
の
か
わ
か
ら

な
い
」
と
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
よ
う

で
す
。
最
初
は
表
情
も
硬
く
黙
っ
て
座

っ
て
い
た
方
が
、
他
の
人
の
話
を
聞
い

て
い
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
笑
顔
を
見

せ
、
「
来
て
よ
か
っ
た
」
「
ま
た
来
ま

す
」
と
い
っ
て
帰
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
初
め
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
方

の
心
理
的
な
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す

た
め
、今
後
は
「
ア
ロ
マ
体
験
」
や
「
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
体
験
」
な
ど
手
を
動
か
し

な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
企
画
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
旭
川
厚
生
病
院
の
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
治
療
や
生
活
の
不
安
、

家
族
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、
が
ん
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
「
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
無
料

で
」
相
談
で
き
る
場
所
と
し
て
、
対
面

で
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
電
話
で
の
相
談

に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
お
話
の
内
容

は
ご
本
人
の
同
意
な
く
他
者
に
伝
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　
相
談
員
は
看
護
師
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
ん
に
関
す
る
専
門

的
知
識
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
ま

す
。
相
談
の
内
容
に
応
じ
、
医
師
や
心

理
士
な
ど
専
門
職
に
つ
な
ぐ
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　　
「
頭
が
真
っ
白
で
何
も
考
え
ら
れ
な

い
」
「
家
族
と
し
て
ど
う
か
か
わ
っ
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
そ
ん
な
お
気

持
ち
を
抱
え
た
ま
ま
で
も
大
丈
夫
で

■
お
わ
り
に

■
お
わ
り
に

　
～
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
～
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
　
つ
な
ぐ
力
～

　
　
つ
な
ぐ
力
～

す
。
私
た
ち
は
そ
の
気
持
ち
を
丁
寧
に

お
聴
き
し
、
「
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
」
ど
ん
な
選
択
が
で
き
る
か
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
話
を
聴
い
て
も
ら
え
る
場
所
が
あ
る

だ
け
で
、
心
が
少
し
軽
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
が
ん
治
療
に
関
し
て
何
か

お
困
り
の
こ
と
や
聞
い
て
み
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
い
つ
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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女性部
通信第２号

JAふらの

女性部 

編

集

後

記

　今年も猛暑でようやく涼しくなったなぁと思ったら暦は師走。今年も残り1ヶ月足らずとなり今年の振

り返りをしつつ、来年のことを考えなければなりません。1年で最も忙しい時期、まさに文字通り師走で

あります。1日24時間は不変のはずが体感の時間経過が猛烈に早く感じるこの頃です。以前、とある先輩

に「経過する時間が早く感じるのは充実している証拠」と言われたことがあります。この言葉通り充実を

感じられる年末にしたいものです 高

農家ならではの工夫料理

平成29年集大成として発刊されたレシピ集より
抜粋、連載させていただきます。

第４２回（平成２5年）
今　利律子さん（下金山）

逸品レシピ紹介

大根のなまくら漬け大根のなまくら漬け

JA南富良野支所女性部の事業「漬物・特産物料理コン
クール」で表彰されたレシピご紹介します！

材　料 作り方

１．大根は洗っておく。
２．かす、味噌、きざら、醤油

を混ぜ合わせておく。
３．大根を樽に入れて、上から

2をかける。
４．２５日くらいで食べられる。

大根･･･････３０本～ ３５本
かす･････････････ ２㎏
味噌･････････････ ２㎏
きざら･･･････････ ２㎏
醤油･･････････････1.８L
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